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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｖ
ａ
ｓ
ｕ
～
鍵
の
旋
律
～

ヴ
ァ
ス

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
９
６
０
Ｇ

【
作
者
名
】

　
仁
蕾

【
あ
ら
す
じ
】

　
預
言
者
は
言
っ
た
。
『
異
界
の
者
が
、
世
界
を
救
い
、
導
く
で
あ
ろ
う
。
』

と
。
世
界
は
、
闇
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
【
エ
レ
シ
ュ
キ
ガ
ル
時
代
】
と
称
さ

れ
た
暗
黒
時
代
。
人
々
は
溢
れ
返
る
魔
物
に
怯
え
て
暮
ら
し
て
い
た
。
世
界
に

は
八
つ
の
国
が
存
在
し
て
い
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

ま
ず
始
め
に
【
月
神
】
が
消
え
た
。

つ
き
が
み

次
に
【
宵
神
】
が
消
え
た
。

よ
い
が
み

次
に
【
暁
神
】
が
消
え
た
。

あ
か
つ
き
が
み

次
に
【
水
神
】
が
消
え
た
。

み
ず
の
か
み

次
に
【
火
神
】
が
消
え
た
。

ひ
の
か
み

次
に
【
風
神
】
が
消
え
た
。

か
ぜ
の
か
み

次
に
【
地
神
】
が
消
え
た
。

ち
の
か
み
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最
期
に
【
星
神
】
が
消
え
た
。

ほ
し
が
み

空
に
は
照
ら
す
も
の
無
く
。

水
は
濁
り
。

火
は
熱
を
失
い
。

風
は
止
ま
り
。

大
地
は
脈
動
を
や
め
た
。

人
の
希
望
の
星
す
ら
瞬
か
ぬ
日
々
。
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厚
い
雲
が
、
闇
を
招
い
た
。
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１
の
鍵
　
光
星
流
る
る
夜
の
果
て

身
長
？

…
普
通
。

体
重
？

…
平
均
ぐ
ら
い
？

外
見
？

そ
こ
そ
こ
…
…
…
…
中
の
中
？

性
格
？

そ
れ
こ
そ
普
通
…
…
で
は
な
い
ら
し
い
。
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そ
ん
な
俺
。

北
野
星
慈
。

き
た
の
　
せ
い
じ

職
業
。

高
校
生
。

の
筈
が
。
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「
ぉ
、
お
お
！
救
世
主
様
じ
ゃ
ぁ
！
！
」

サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ

「
救
世
主
様
じ
ゃ
ぁ
！
！
！
！
」

「
長
老
を
！
」

一
体
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
。

ジ
ジ
イ
共
に
拝
ま
れ
る
訳
？

…
…
…
…
…
…
て
か
。
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「
コ
コ
…
何
処
。
」
 

俺
は
大
ら
か
さ
ん
な
Ｏ
型
。

基
本
的
に
、
大
概
の
事
は
笑
っ
て
許
す
。

そ
ん
な
俺
で
も
思
っ
た
ね
。
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大
概
の
事
は
笑
っ
て
過
ご
せ
る
け
ど
、
今
回
の
事
は
笑
え
ね
ー
だ
ろ
。

□
　
　
　
　
□
　
　
　
　
□
　
　
　
　
□

俺
は
、
現
在
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
豪
華
な
部
屋
に
居
る
。

正
に
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
。
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め
っ
ち
ゃ
綺
麗
。

絨
毯
も
調
度
品
も
か
な
り
高
そ
う
。

今
座
っ
て
る
ソ
フ
ァ
ー
な
ん
て
、
座
っ
た
事
無
い
く
ら
い
フ
ワ
ッ
フ
ワ
な
ん
だ

け
ど
、
丁
度
い
い
沈
み
方
な
訳
。

天
井
も
高
く
て
、
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
か
何
か
宝
石
な
の
か
無
駄
に
キ
ラ
キ
ラ
し

た
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
。

部
屋
の
奥
に
見
え
る
場
所
に
キ
ン
グ
サ
イ
ズ
の
ベ
ッ
ド
。

ア
レ
は
見
る
か
ら
に
ふ
か
ふ
か
し
て
る
。

よ
く
よ
く
見
れ
ば
天
蓋
付
き
だ
し
。

ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
…
以
上
で
し
ょ
。

此
処
、
王
様
と
か
王
子
様
と
か
が
住
む
部
屋
じ
ゃ
な
い
か
？

仕
様
も
無
い
事
を
考
え
て
る
と
、
扉
を
控
え
め
に
ノ
ッ
ク
さ
れ
た
。

「
あ
、
ハ
イ
。
」

一
応
、
返
事
を
し
て
み
る
。

「
失
礼
致
し
ま
す
。
」

入
っ
て
来
た
の
は
、
銀
髪
銀
眼
の
美
人
メ
イ
ド
。

確
か
名
前
は
、
シ
ャ
レ
ム
・
フ
レ
デ
ィ
ア
さ
ん
。

２
２
歳
の
恋
人
募
集
中
。
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俺
を
こ
の
部
屋
に
案
内
し
て
く
れ
た
人
。

ほ
ん
の
数
分
だ
っ
た
け
ど
、
何
故
か
意
気
投
合
し
ち
ゃ
っ
た
り
。

「
セ
イ
様
、
陛
下
と
殿
下
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
」

に
っ
こ
り
と
微
笑
む
姿
は
マ
リ
ア
様
の
如
く
。

眩
し
い
ぜ
…
。

シ
ャ
レ
ム
さ
ん
の
後
か
ら
入
っ
て
来
た
の
は
、
老
い
て
は
い
る
が
穏
か
な
表
情

の
老
紳
士
と
、
長
身
の
男
前
。

服
装
は
正
に
王
族
。

二
人
の
肩
に
は
、
綺
麗
な
銀
髪
が
尻
尾
と
し
て
流
れ
て
い
る
。

そ
っ
く
り
な
目
は
、
こ
れ
ま
た
銀
色
。

ど
う
や
ら
、
銀
色
な
の
は
こ
の
国
の
人
の
特
徴
ら
し
い
。

俺
が
会
釈
す
る
と
、
老
紳
士
は
笑
み
を
浮
か
べ
、
男
前
は
無
表
情
で
会
釈
を
返

し
て
き
た
。

彼
等
は
、
俺
の
目
の
前
の
ソ
フ
ァ
ー
に
並
ん
で
腰
掛
け
た
。

「
初
め
ま
し
て
、
救
世
主
殿
。
わ
し
の
名
は
、
ヴ
ェ
リ
シ
ア
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

ト
ゥ
イ
ラ
２
世
だ
。
」

老
紳
士
は
、
皇
帝
陛
下
の
地
位
だ
と
名
乗
っ
た
。

「
こ
れ
は
嫡
子
の
…
。
」

「
セ
シ
リ
ア
・
ヴ
ェ
リ
ス
・
ク
ロ
ス
ナ
ー
ガ
だ
。
」
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嫡
子
っ
て
事
は
、
皇
太
子
か
。

お
偉
い
さ
ん
か
ー
…
気
難
し
そ
う
だ
。

特
に
こ
の
皇
太
子
は
。

「
北
野
星
慈
で
す
。
失
礼
で
す
が
、
此
処
っ
て
ド
コ
？
」

ず
ー
っ
と
聞
く
に
聞
け
な
か
っ
た
事
を
敢
え
て
き
っ
ぱ
り
聞
い
て
み
る
。

す
る
と
、
陛
下
は
愉
快
そ
う
に
軽
や
か
に
笑
っ
た
。

隣
に
居
る
セ
シ
リ
ア
皇
太
子
が
、
こ
れ
で
も
か
っ
て
位
に
深
い
溜
息
を
吐
き
出

し
、
説
明
し
て
く
れ
た
。

「
此
処
は
、
デ
ィ
ル
ア
ス
・
テ
ィ
ー
マ
帝
国
と
言
う
、
ヴ
ェ
リ
ッ
シ
モ
大
陸
に

あ
る
国
だ
。
２
５
の
街
と
１
４
の
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
」

…
う
ー
ん
、
ド
ン
位
凄
い
の
か
が
解
ら
な
い
け
ど
、
大
陸
一
っ
て
く
ら
い
だ
か

ら
ね
。

相
当
大
き
い
ん
だ
ろ
う
。

そ
う
無
理
矢
理
納
得
し
て
み
る
。

詳
し
く
は
、
シ
ャ
レ
ム
さ
ん
に
聞
け
ば
い
い
だ
ろ
。

さ
て
、
前
置
き
と
か
メ
ン
ド
ク
サ
イ
か
ら
、
さ
く
っ
と
本
題
に
入
っ
て
み
よ
う
。

「
あ
の
、
俺
っ
て
何
で
此
処
に
居
る
ん
す
か
ね
？
」
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聞
い
た
は
い
い
が
、
誰
も
彼
も
が
無
反
応
。

…
な
じ
ぇ
？

黙
殺
さ
れ
て
も
ね
ー
…
俺
、
困
る
し
。

「
一
応
、
家
で
宿
題
し
て
た
筈
な
ん
す
け
ど
…
。
」

そ
う
だ
。

そ
う
だ
よ
、
俺
。

す
っ
か
り
妙
ち
く
り
ん
な
出
来
事
で
忘
れ
て
た
け
ど
、
数
学
の
宿
題
し
て
ま
し

た
の
よ
。

明
日
、
当
て
る
っ
て
担
当
教
師
か
ら
言
わ
れ
た
し
。

居
眠
り
く
ら
い
許
せ
っ
て
の
ね
！

…
話
ズ
レ
タ
。

チ
ラ
リ
と
視
線
を
老
紳
士
に
向
け
る
が
、
難
し
そ
う
な
顔
で
顎
に
手
を
添
え
て

考
え
込
ん
で
た
。

扉
近
辺
に
立
っ
て
い
る
シ
ャ
レ
ム
さ
ん
に
目
配
せ
す
れ
ば
、
苦
笑
が
返
っ
て
来

た
。

く
そ
…
可
愛
い
ぜ
。
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０
２

ケ
ホ
ン
、
と
咳
払
い
を
す
れ
ば
、
男
前
が
説
明
を
開
始
し
た
。

「
お
前
は
、
魔
術
団
に
こ
の
世
界
に
召
喚
さ
れ
た
ん
だ
。
」

お
お
…
イ
イ
声
。

っ
て
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
。

更
に
頭
の
中
の
ハ
テ
ナ
が
増
え
た
。

「
召
喚
？
は
、
何
で
？
」

「
せ
、
セ
イ
様
。
」

シ
ャ
レ
ム
さ
ん
が
何
か
慌
て
て
た
け
ど
、
男
前
…
え
っ
と
…
セ
シ
リ
ア
皇
太
子

が
「
良
い
。
」
と
止
め
て
口
を
開
い
た
。

「
父
上
、
こ
の
者
は
確
実
に
何
も
知
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
私
と
シ
ャ
レ
ム
で
頭

か
ら
説
明
を
致
し
ま
す
。
宜
し
い
で
し
ょ
う
か
…
。
」

「
う
む
、
仕
方
あ
る
ま
い
。
シ
ャ
レ
ム
、
済
ま
ぬ
が
頼
め
る
か
？
」

「
承
知
致
し
ま
し
た
。
」
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シ
ャ
レ
ム
さ
ん
の
了
承
の
言
葉
に
、
皇
帝
陛
下
は
満
足
そ
う
に
頷
く
と
、
部
屋

を
出
て
行
っ
た
。

残
さ
れ
た
俺
と
皇
太
子
と
シ
ャ
レ
ム
さ
ん
。

何
と
も
気
ま
ず
い
メ
ン
バ
。

シ
ャ
レ
ム
さ
ん
だ
け
な
ら
問
題
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
…
。

っ
て
か
、
正
面
か
ら
の
視
線
が
物
凄
く
痛
い
。

正
面
。

う
ん
、
皇
太
子
だ
ね
。

美
形
に
見
つ
め
ら
れ
る
と
、
自
分
が
ち
っ
ち
ゃ
く
な
っ
て
く
の
が
解
る
。

『
俺
な
ん
か
見
た
ら
、
目
が
腐
り
ま
す
よ
？
』
的
な
心
境
。

「
な
、
な
に
か
？
」

我
慢
出
来
ず
に
問
い
掛
け
た
。

皇
太
子
は
、
悪
び
れ
も
無
く
言
い
や
が
っ
た
。

か
な
り
ム
カ
つ
く
一
言
。

「
い
や
、
思
い
の
外
、
平
凡
な
者
だ
な
と
思
っ
て
な
。
」

サ
ッ
ク
リ
。

俺
の
ハ
ー
ト
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

で
、
俺
、
爆
発
。
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「
ほ
～
う
、
平
凡
だ
が
、
何
か
問
題
で
も
あ
ん
の
か
？
ん
？
美
形
さ
ん
は
そ
ん

な
に
偉
い
わ
け
？
確
か
に
、
こ
の
国
の
方
々
は
素
晴
ら
し
く
美
形
だ
ね
。
ア
ン

タ
も
、
シ
ャ
レ
ム
さ
ん
も
、
皇
帝
陛
下
も
綺
麗
な
顔
の
造
り
だ
よ
。
で
も
さ
、

あ
ん
た
の
中
身
は
真
っ
黒
だ
ね
。
」

す
ら
す
ら
と
出
て
く
る
言
葉
。

セ
シ
リ
ア
皇
太
子
も
シ
ャ
レ
ム
さ
ん
も
目
が
点
に
な
っ
て
い
る
。

王
族
っ
て
言
う
く
ら
い
だ
か
ら
ね
。

そ
れ
は
も
う
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
お
上
品
な
世
界
で
、
日
々
を
お
過
ご
し
に
な
ら

れ
た
ん
で
し
ょ
う
よ
。

俺
の
舌
業
、
侮
る
な
！

「
っ
た
く
さ
、
皇
太
子
だ
と
か
王
子
様
だ
と
か
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
俺
に
は
関
係
な

い
か
ら
言
わ
せ
て
貰
う
け
ど
、
あ
ん
た
最
低
だ
。
最
低
に
も
程
が
あ
る
。
お
前

が
ど
ん
だ
け
偉
い
ん
だ
っ
て
の
。
偉
い
の
は
、
お
前
の
お
父
さ
ん
だ
ろ
？
所
詮
、

親
の
七
光
り
か
。
」

あ
～
、
ス
ッ
ッ
ッ
キ
リ
。

相
当
苛
立
っ
て
た
ら
し
く
、
俺
は
い
つ
の
間
に
か
ソ
フ
ァ
ー
か
ら
立
ち
上
が
っ

て
い
た
。

ス
ッ
キ
リ
し
た
所
で
、
再
び
ソ
フ
ァ
ー
に
腰
を
下
ろ
し
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
紅

茶
に
口
を
付
け
た
。

「
シ
ャ
レ
ム
さ
ん
、
こ
の
紅
茶
美
味
し
い
ね
。
」

「
ぁ
、
あ
、
有
難
う
御
座
い
ま
す
…
。
」
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紅
茶
を
飲
ん
で
る
と
、
目
の
前
の
男
が
俯
い
た
。

む
、
言
い
過
ぎ
た
か
…
？

と
心
配
し
て
い
る
と
、
そ
の
肩
が
小
刻
み
に
震
え
出
し
た
。

…
ま
さ
か
、
こ
の
男
。

「
く
、
く
く
く
っ
…
。
」

聞
こ
え
て
来
た
声
に
、
「
や
っ
ぱ
り
…
。
」
と
呆
れ
て
し
ま
っ
た
。

次
の
瞬
間
に
は
、
弾
か
れ
た
よ
う
に
笑
い
声
を
上
げ
や
が
っ
た
。

「
は
、
初
め
て
だ
ぞ
っ
、
く
く
、
私
に
、
そ
の
よ
う
に
ハ
ッ
キ
リ
と
者
を
申
す

者
は
…
は
は
っ
！
」

目
尻
に
薄
ら
と
涙
が
溜
ま
っ
て
い
る
。

何
も
そ
ん
な
に
笑
わ
な
く
っ
て
も
…
。

何
が
ツ
ボ
っ
た
の
か
は
謎
だ
が
、
こ
の
男
が
き
ち
ん
と
笑
え
る
”
人
間
”
だ
と

言
う
の
は
解
っ
た
。

「
で
？
俺
に
色
々
教
え
て
く
れ
る
ん
で
し
ょ
？
」

「
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
な
。
」
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…
ま
だ
肩
が
震
え
て
る
。

も
う
そ
ろ
そ
ろ
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

「
名
は
確
か
、
セ
イ
ジ
と
申
し
た
な
。
」

「
ん
、
字
は
こ
う
…
っ
て
言
っ
て
も
解
ら
な
い
か
。
」

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
水
滴
で
『
星
慈
』
と
書
く
が
、
こ
の
人
た
ち
っ
て
日
本
語
と

か
漢
字
と
か
解
ら
な
い
よ
な
。

…
…
っ
て
、
ア
レ
？

俺
…
日
本
語
じ
ゃ
…
？

「
ふ
む
、
こ
の
字
は
隣
国
の
ア
ラ
ド
マ
王
国
の
字
と
似
て
い
る
な
。
」

「
あ
、
ア
ラ
ド
マ
？
」

「
シ
ャ
レ
ム
、
地
図
を
。
」

「
は
い
。
」

思
い
至
っ
た
思
考
は
隅
に
追
い
遣
っ
た
。

き
っ
と
、
考
え
て
も
埒
が
明
か
な
い
。
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０
３

シ
ャ
レ
ム
さ
ん
が
、
大
き
な
紙
を
テ
ー
ブ
ル
に
広
げ
た
。

五
つ
の
大
陸
が
描
か
れ
た
地
図
。

大
き
な
四
つ
の
大
陸
。

そ
の
大
陸
と
比
に
な
ら
な
い
く
ら
い
に
小
さ
な
大
陸
が
、
四
つ
の
大
陸
の
真
ん

中
に
ポ
ツ
ン
。

「
ま
ず
、
我
ら
の
国
は
此
処
。
」

指
で
指
し
た
の
は
、
四
つ
の
大
陸
の
内
、
一
番
大
き
な
大
陸
。

「
ヴ
ェ
リ
ッ
シ
モ
大
陸
。
こ
の
大
陸
に
は
３
つ
の
国
が
存
在
す
る
。
」

皇
太
子
が
説
明
を
し
て
く
れ
る
。

ヴ
ェ
リ
ッ
シ
モ
大
陸
に
在
る
国
は
３
つ
。

デ
ィ
ル
ア
ス
・
テ
ィ
ー
マ
帝
国
。

ア
ラ
ド
マ
王
国
。

ハ
グ
リ
テ
ィ
ー
公
国
。

ヴ
ェ
リ
ッ
シ
モ
大
陸
の
隣
の
大
陸
は
、
２
つ
の
国
が
存
在
す
る
ト
ロ
テ
ィ
ア
ル

ス
大
陸
。

メ
フ
ィ
ヴ
ァ
ル
皇
国
。

セ
ス
シ
リ
ア
国
。
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そ
の
下
の
大
陸
、
ア
バ
ン
ジ
ャ
ス
大
陸
に
は
２
つ
の
国
。

ア
ッ
セ
ド
・
グ
ラ
ッ
キ
ュ
ー
ル
共
和
国
。

ボ
ル
カ
ナ
公
国
。

ヴ
ェ
リ
ッ
シ
モ
大
陸
の
下
の
大
陸
、
ミ
ミ
ラ
ス
大
陸
に
は
１
つ
の
国
。

ア
バ
ス
テ
ィ
ナ
・
セ
ル
ヴ
ィ
ナ
帝
王
国
。

全
部
で
８
国
。

真
ん
中
の
大
陸
は
、
デ
ル
ー
ブ
ロ
大
陸
。

他
の
大
陸
と
比
べ
る
と
か
な
り
小
さ
い
か
ら
、
島
と
称
し
て
も
問
題
な
さ
そ
う

だ
け
ど
、
皇
太
子
が
言
う
に
は
…
。

「
こ
の
デ
ル
ー
ブ
ロ
大
陸
に
は
、
古
の
神
々
が
封
じ
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
に
し
え

い
る
。
」

「
神
？
」

「
…
封
じ
ら
れ
て
い
る
神
は
８
柱
。
【
月
神
】
【
宵
神
】
【
暁
神
】
【
水
神
】

つ
き
が
み

よ
い
が
み

あ
か
つ
き
が
み

み
ず
の
か
み

【
火
神
】
【
風
神
】
【
地
神
】
【
星
神
】
。
今
は
、
そ
う
で
も
な
い
が
、
神
々

ひ
の
か
み

か
ぜ
の
か
み

ち
の
か
み

ほ
し
が
み

が
居
な
く
な
っ
た
事
に
よ
り
、
世
界
の
生
活
基
盤
は
崩
れ
去
り
、
均
衡
が
崩
れ

た
。
」

む
、
難
し
い
な
…
。

「
…
神
々
が
封
じ
ら
れ
た
理
由
は
諸
説
在
る
。
あ
る
者
は
【
全
知
全
能
の
神
に

背
い
た
】
。
あ
る
者
は
【
暗
黒
神
に
よ
り
封
じ
ら
れ
た
】
。
」
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暗
黒
神
？

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
瞬
間
、
頭
の
奥
が
ツ
キ
リ
と
痛
ん
だ
。

「
一
番
の
有
力
説
は
【
暗
黒
神
か
ら
逃
れ
る
為
、
自
ら
眠
り
に
就
い
た
】
。
」

ま
た
、
頭
痛
が
…
。

う
、
吐
き
気
も
…
。

「
そ
の
、
根
拠
は
…
？
」

「
君
だ
。
」

と
、
指
差
さ
れ
ま
し
て
も
さ
っ
ぱ
り
意
味
が
解
り
ま
せ
ん
。

そ
の
神
様
と
俺
と
何
の
関
係
が
在
る
訳
？

「
神
々
は
、
そ
の
魂
を
異
世
界
へ
と
飛
ば
し
た
。
魂
は
【
鍵
】
と
な
っ
て
生
き

て
い
る
…
と
言
う
の
が
、
私
の
中
で
一
番
の
有
力
説
か
な
？
現
に
、
君
が
異
世

界
か
ら
召
喚
さ
れ
た
。
」

あ
、
そ
う
言
え
ば
、
魔
術
団
が
ど
う
の
～
と
か
、
召
喚
が
ど
う
の
～
と
か
言
っ

て
た
な
…
。

し
か
し
、
目
眩
ま
で
し
て
き
て
…
大
分
辛
い
…
。
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「
そ
れ
で
…
」

「
あ
、
セ
イ
様
！
？
」

俺
、
意
識
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。

シ
ャ
レ
ム
さ
ん
の
悲
鳴
の
よ
う
な
声
を
最
後
に
、
俺
の
体
は
ソ
フ
ァ
ー
に
沈
み

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
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０
４

そ
こ
は
、
暗
い
水
底
。

こ
ぽ
こ
ぽ
と
気
泡
が
水
面
へ
と
浮
か
ん
で
行
く
。

…
水
底
の
筈
な
の
に
、
幾
つ
も
の
光
。

星
々
の
煌
き
。

不
意
に
大
き
な
光
が
目
の
前
に
浮
か
び
上
が
っ
た
。

そ
こ
は
い
つ
の
間
に
か
雄
大
な
宇
宙
。

大
小
様
々
な
星
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
瞬
い
て
い
る
。

大
き
な
光
の
中
に
は
、
人
が
居
た
。

男
だ
。

『
初
め
ま
し
て
…
星
の
番
人
。
』

グ
ワ
ル
デ
ィ
ア
ー
ノ

声
。

誰
か
に
似
て
い
る
。

最
近
聞
い
た
…
あ
あ
、
セ
シ
リ
ア
皇
太
子
の
声
に
似
て
る
ん
だ
…
。

で
も
、
皇
太
子
じ
ゃ
な
い
…
。

誰
…
？
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『
我
が
名
は
、
テ
ィ
シ
ュ
ト
リ
ヤ
。
星
を
司
り
し
者
。
』

っ
て
事
は
…
。

星
の
神
様
…
っ
て
事
か
？

何
で
此
処
に
…
封
印
さ
れ
て
る
ん
じ
ゃ
…
。

『
封
じ
ら
れ
て
お
る
の
は
我
が
肉
体
。
魂
の
器
。
我
が
魂
は
、
肉
体
を
解
放
す

る
唯
一
の
【
鍵
】
。
』

あ
、
じ
ゃ
あ
、
皇
太
子
の
言
っ
て
た
説
は
本
当
な
ん
だ
。

『
【
鍵
】
の
力
を
求
め
よ
…
脆
弱
な
る
人
の
子
よ
。
愛
す
る
者
の
為
…
。
』

愛
す
る
？

俺
の
好
き
な
ユ
キ
ち
ゃ
ん
は
、
此
処
に
は
居
な
い
け
ど
？

っ
て
、
ち
ょ
っ
と
、
何
処
行
く
の
さ
。

『
い
ず
れ
、
全
て
が
解
る
。
我
が
力
を
…
【
鍵
】
の
力
を
制
御
せ
よ
…
。
』

…
超
意
味
不
。
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【
鍵
】
の
力
？

星
の
番
人
？

愛
す
る
者
…
？

浮
か
ん
だ
人
物
に
瞬
時
に
引
い
た
。

マ
ジ
、
有
り
得
ね
ー
。

こ
の
俺
に
限
っ
て
。

ユ
キ
ち
ゃ
ん
っ
て
可
愛
ら
し
い
彼
女
も
居
る
の
に
。

あ
ん
な
奴
が
？

砂
吐
く
よ
？

何
よ
り
、
俺
を
元
の
世
界
に
返
し
て
く
れ
…
。

そ
う
思
っ
た
の
も
束
の
間
。

俺
は
夢
の
中
で
再
び
意
識
を
失
っ
た
の
だ
っ
た
。
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０
５

□
　
　
　
　
□
　
　
　
　
□

「
ぅ
え
ぃ
！
？
」

が
ば
、
と
起
き
上
が
る
。

っ
て
か
、
自
分
の
奇
声
で
目
を
覚
ま
す
っ
て
、
以
外
と
気
分
最
悪
で
す
ね
…
。

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
周
り
を
見
れ
ば
、
周
り
は
真
っ
暗
。

月
明
か
り
で
浮
か
ぶ
上
が
る
室
内
は
、
さ
っ
き
の
ビ
ッ
プ
な
部
屋
。

シ
ャ
レ
ム
さ
ん
も
セ
シ
リ
ア
皇
太
子
も
居
な
い
。

…
そ
り
ゃ
そ
う
だ
。

「
し
っ
か
し
…
何
だ
？
今
の
夢
。
」

夢
に
し
て
は
リ
ア
ル
だ
っ
た
。

ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
て
、
大
き
く
伸
び
を
す
る
。

ふ
と
気
付
く
。

「
服
…
変
わ
っ
て
る
…
。
」

来
て
た
制
服
は
何
処
へ
や
ら
。
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今
、
俺
が
着
て
い
る
の
は
肌
触
り
の
い
い
シ
ル
ク
の
パ
ジ
ャ
マ
。

「
何
て
高
級
そ
う
な
…
っ
て
か
、
誰
が
？
」

ぽ
ん
、
と
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
シ
ャ
レ
ム
さ
ん
。

…
…
…
な
い
な
。

次
に
思
い
浮
か
ん
だ
セ
シ
リ
ア
皇
太
子
。

…
ま
、
男
だ
し
、
な
く
は
な
い
よ
ね
。

ぺ
た
ぺ
た
と
テ
ラ
ス
へ
と
向
か
う
。

窓
を
開
け
れ
ば
、
心
地
よ
い
風
。

空
を
見
上
げ
て
、
銀
色
の
満
月
に
驚
く
。

「
月
ま
で
銀
色
か
よ
…
。
」

そ
の
時
。

「
目
が
覚
め
た
か
？
」

セ
シ
リ
ア
皇
太
子
の
声
。

同
時
に
、
大
き
な
羽
音
と
共
に
突
風
が
俺
に
襲
い
掛
か
っ
て
来
た
。

「
っ
ぷ
、
何
？
」
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急
な
出
来
事
で
、
咄
嗟
に
目
を
瞑
る
。

謝
罪
の
声
に
目
を
開
け
ば
、
驚
き
の
あ
ま
り
言
葉
を
失
っ
た
。

「
ど
う
か
し
た
の
か
？
」

ど
う
し
た
も
こ
う
し
た
も
な
い
。

今
、
俺
の
目
の
前
に
居
る
の
は
、
セ
シ
リ
ア
皇
太
子
…
で
は
な
く
。

「
り
ゅ
、
龍
！
？
」

俺
の
目
の
前
に
降
り
て
来
た
の
は
、
ど
う
に
か
広
い
テ
ラ
ス
に
収
ま
る
デ
カ
イ

銀
色
の
モ
ン
ス
タ
ー
的
龍
。

凛
々
し
い
顔
立
ち
に
、
頭
部
に
あ
る
鋭
い
２
本
の
角
。

月
明
か
り
を
照
ら
し
返
す
銀
の
鱗
。

俺
、
唖
然
。

で
も
、
声
は
セ
シ
リ
ア
皇
太
子
だ
っ
た
。

俺
、
パ
ニ
ッ
ク
！

す
る
と
、
龍
の
体
が
淡
い
輝
き
を
放
ち
、
ポ
ウ
ン
と
軽
い
音
を
立
て
て
人
間
に

な
る
。

銀
の
髪
が
風
に
靡
く
。

「
あ
の
姿
が
珍
し
い
の
か
？
」
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「
珍
し
い
も
何
も
…
人
間
は
龍
に
な
ん
て
な
ん
な
い
し
…
。
」

や
は
り
、
あ
の
龍
は
セ
シ
リ
ア
皇
太
子
だ
っ
た
よ
う
だ
。

ム
カ
つ
く
ほ
ど
の
美
形
だ
。

セ
シ
リ
ア
皇
太
子
は
、
不
思
議
そ
う
な
顔
で
、
俺
の
言
葉
に
反
応
し
た
。

「
そ
う
な
の
か
？
ま
ぁ
、
我
が
帝
国
の
人
間
も
、
王
族
以
外
は
変
幻
せ
ぬ
が
。
」

「
変
幻
？
」

「
龍
に
転
じ
る
事
だ
。
」

あ
ー
も
う
、
俺
様
大
混
乱
！

目
が
回
る
。

脳
味
噌
も
回
る
。

そ
の
時
、
体
が
大
き
く
よ
ろ
つ
い
て
し
ま
う
。

（
あ
ー
…
床
と
仲
良
く
チ
ュ
ー
し
ち
ゃ
う
！
）

っ
と
思
っ
た
の
も
束
の
間
。

い
い
匂
い
に
包
ま
れ
た
。
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「
大
丈
夫
か
？
」

ご
く
近
場
で
聞
こ
え
た
低
い
声
。

思
い
切
り
瞑
っ
て
い
た
目
を
、
ゆ
っ
く
り
と
開
い
て
み
る
。

最
初
に
目
に
飛
び
込
ん
だ
の
は
、
綺
麗
な
銀
髪
。

少
し
の
動
き
で
サ
ラ
サ
ラ
と
流
れ
落
ち
る
。

そ
し
て
、
ド
ド
ン
と
美
形
の
ド
ア
ッ
プ
。

う
わ
ー
…
コ
レ
は
落
ち
な
い
女
は
居
な
い
な
。

…
ユ
キ
ち
ゃ
ん
も
落
ち
そ
う
。

何
か
、
男
の
俺
で
も
心
臓
バ
ク
バ
ク
…
。

「
お
い
、
星
慈
？
」

「
あ
、
わ
り
。
」

一
応
の
謝
罪
を
述
べ
て
、
体
を
離
す
。

い
や
ー
…
イ
イ
匂
い
で
し
た
。

甘
い
け
ど
爽
や
か
な
匂
い
。

…
雅
や
か
？

「
で
？
皇
太
子
は
何
し
て
た
訳
？
」

聞
い
て
も
、
じ
っ
と
見
ら
れ
た
ま
ま
反
応
は
な
い
。

物
凄
く
居
心
地
が
悪
い
。
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「
皇
太
子
？
」

「
そ
れ
だ
。
」

び
し
っ
と
指
差
さ
れ
、
俺
び
っ
く
り
。

そ
れ
だ
っ
て
…
何
が
？

「
何
か
違
和
感
を
感
じ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
“
皇
太
子
”
と
言
う
の
、
止
め
て

く
れ
な
い
か
？
」

や
め
る
も
何
も
、
ア
ン
タ
、
皇
太
子
殿
下
で
し
ょ
う
が
。

我
侭
言
う
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

「
何
が
我
侭
だ
。
お
前
が
悪
い
。
皇
太
子
と
言
う
割
に
、
お
前
は
一
向
に
敬
語

に
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
？
」

…
そ
う
言
え
ば
。

「
そ
う
で
す
ね
…
。
」

「
だ
ろ
う
？
故
に
、
お
前
に
皇
太
子
な
ど
と
呼
ば
れ
る
と
寒
く
て
敵
わ
ぬ
。
今

す
ぐ
改
め
よ
。
」
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い
や
い
や
。

普
通
、
言
葉
遣
い
の
方
を
改
め
さ
せ
る
で
し
ょ
う
が
。

…
と
は
言
え
な
い
。

言
い
負
か
さ
れ
る
の
が
解
っ
て
る
か
ら
。

「
あ
ー
…
じ
ゃ
、
何
て
呼
ぶ
べ
き
？
」

「
父
上
た
ち
に
は
、
セ
シ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
…
。
」

「
じ
ゃ
、
セ
シ
ル
で
い
い
か
。
」

ほ
ぼ
投
げ
や
り
。

本
人
も
満
足
そ
う
に
頷
い
て
る
し
、
問
題
は
な
い
筈
だ
。

「
で
？
い
い
加
減
、
俺
の
質
問
に
答
え
て
く
れ
な
い
？
」

本
題
か
ら
か
な
り
ず
れ
た
。

「
あ
あ
。
散
歩
が
て
ら
見
回
り
だ
。
１
日
お
き
に
し
て
る
ん
だ
が
。
」

「
見
回
り
？
な
ん
で
？
そ
ん
な
物
騒
な
訳
？
」
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俺
と
セ
シ
リ
ア
皇
太
子
は
、
テ
ラ
ス
に
あ
る
卵
み
た
い
な
ハ
イ
ギ
ン
グ
チ
ェ
ア

ー
に
そ
れ
ぞ
れ
腰
掛
け
た
。

柔
ら
か
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
、
体
を
優
し
く
包
み
込
む
。

「
…
お
前
は
、
何
も
知
ら
な
い
の
だ
っ
た
な
…
。
」

「
ま
、
来
た
ば
っ
か
だ
し
。
」

む
し
ろ
、
順
応
力
は
高
い
と
思
う
。

「
今
、
こ
の
世
界
は
暗
黒
の
力
に
支
配
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
魔
術
師
達
は

“
エ
レ
シ
ュ
キ
ガ
ル
時
代
”
と
言
っ
て
い
た
な
。
」

「
話
に
割
っ
て
は
い
る
け
ど
…
こ
の
世
界
は
魔
法
が
使
え
る
の
？
」

「
ん
？
あ
あ
、
皆
、
生
活
に
困
ら
ぬ
程
度
に
は
使
え
る
。
神
々
が
眠
り
に
就
い

て
い
て
も
、
精
霊
た
ち
が
力
を
貸
し
て
く
れ
る
か
ら
な
。
」

ほ
ー
…
じ
ゃ
、
セ
シ
リ
ア
皇
太
子
も
シ
ャ
レ
ム
さ
ん
も
使
え
る
の
か
…
。

俺
は
使
え
る
の
か
な
。

両
掌
を
ム
ム
ッ
と
睨
み
付
け
る
が
、
何
も
起
こ
ら
な
い
。

「
勉
強
し
な
け
れ
ば
無
理
だ
。
こ
の
世
界
の
住
人
で
は
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
」
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…
何
だ
か
疎
外
感
。

胸
が
チ
ク
チ
ク
す
る
。

「
暗
黒
の
帝
王
“
ジ
ャ
ガ
ン
ナ
ー
ト
”
の
手
下
共
が
、
民
を
襲
う
ん
だ
。
人
の

血
肉
を
食
ら
っ
て
、
醜
い
成
長
を
遂
げ
る
。
民
の
魔
術
で
は
、
太
刀
打
ち
出
来

ん
。
王
族
に
仕
え
る
魔
術
団
が
、
結
界
を
張
っ
て
い
る
が
…
最
近
、
稀
に
侵
入

し
て
来
る
輩
が
居
て
な
。
父
上
も
大
分
年
を
召
さ
れ
た
。
母
上
も
同
様
だ
。
弟

妹
も
居
る
が
…
幼
過
ぎ
る
。
私
し
か
、
手
出
し
出
来
る
者
は
居
ら
ぬ
。
」

月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
る
横
顔
が
、
疲
れ
の
色
を
滲
ま
せ
て
い
る
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Vasu(ヴァス)～鍵の旋律～
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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